小倉肇教授のご退任記念号に寄せて by 細川 正義 & Masayoshi Hosokawa
小
倉
肇
教
授
の
ご
退
任
記
念
号
に
寄
せ
て
関
西
学
院
大
学
文
学
部
教
授
小
倉
肇
先
生
は
、
二
〇
一
五
年
三
月
三
十
一
日
を
持
ち
ま
し
て
、
ご
定
年
に
よ
る
ご
退
任
の
日
を
お
迎
え
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
に
『
日
本
文
藝
研
究
』
第
六
十
六
巻
第
二
号
を
、
ご
退
任
記
念
号
と
し
て
、
先
生
が
関
西
学
院
大
学
に
ご
在
職
中
に
指
導
な
さ
り
、
ま
た
縁
の
あ
っ
た
四
名
、
加
え
て
、
日
本
文
学
日
本
語
学
専
修
の
同
僚
五
名
が
論
考
を
寄
せ
て
、
一
誌
を
編
み
、
関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会
の
名
に
お
い
て
、
小
倉
先
生
の
関
西
学
院
大
学
に
お
け
る
十
六
年
間
の
お
働
き
に
対
す
る
感
謝
と
敬
意
の
念
を
込
め
て
奉
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
小
倉
先
生
は
一
九
六
五
年
國
學
院
大
学
文
学
部
文
学
科
に
ご
入
学
、
一
九
六
九
年
に
は
同
大
学
を
ご
卒
業
、
同
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
へ
ご
進
学
さ
れ
、
修
士
課
程
か
ら
博
士
課
程
へ
と
進
ま
れ
ま
し
た
。
御
職
歴
は
、
博
士
課
程
ご
進
学
と
同
時
に
就
職
さ
れ
た
麻
布
学
園
高
等
学
校
の
教
諭
か
ら
、
二
年
後
に
は
國
學
院
大
学
文
学
部
国
語
学
研
究
室
の
助
手
と
な
ら
れ
、
一
九
七
四
年
十
月
に
弘
前
大
学
教
育
学
部
講
師
と
し
て
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
弘
前
大
学
で
二
十
四
年
半
お
勤
め
の
後
、
一
九
九
九
年
四
月
に
関
西
学
院
大
学
文
学
部
教
授
と
し
て
就
任
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
一
九
九
四
年
六
月
二
十
二
日
に
は
「
日
本
呉
音
の
研
究
」
で
國
學
院
大
学
よ
り
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
先
生
は
國
學
院
大
学
の
卒
業
論
文
に
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
を
扱
わ
れ
て
以
来
、
上
代
語
の
音
韻
、
日
本
漢
字
音
（
特
に
呉
音
）
に
興
味
を
も
た
れ
、
こ
れ
を
生
涯
の
研
究
の
テ
ー
マ
と
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
っ
て
研
究
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
が
研
究
の
テ
ー
マ
と
さ
れ
ま
し
た
日
本
呉
音
は
、
日
本
へ
の
仏
教
の
伝
来
と
と
も
に
体
系
的
に
導
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
先
生
の
ご
研
究
は
「
日
本
霊
異
記
」、「
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
」、「
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
」、「
法
華
経
単
字
」
な
ど
の
音
注
資
料
の
整
理
か
ら
、「
法
華
経
音
義
」「
法
華
経
字
音
点
」
の
整
理
へ
と
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
「
法
華
経
音
義
掲
出
字
対
照
表
」
と
「
法
華
経
音
義
字
音
対
照
表
」
と
し
て
作
成
さ
れ
た
労
作
に
代
表
さ
れ
る
先
生
の
お
仕
事
は
、
実
に
根
気
と
忍
耐
を
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
、
日
本
に
お
け
る
漢
字
音
研
究
の
大
き
な
一
里
塚
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
業
績
に
対
し
て
博
士
（
文
学
）
の
学
位
が
授
け
ら
れ
、
一
九
九
五
年
に
新
典
社
よ
り
『
日
本
呉
音
の
研
究
』
全
四
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
も
日
本
呉
音
の
ご
研
究
を
重
ね
ら
れ
、
新
し
く
影
印
さ
れ
た
資
料
を
加
え
、「
法
華
経
音
義
掲
出
字
対
照
表
」
と
「
法
華
経
音
義
字
音
対
照
表
」
の
補
訂
、
索
引
の
作
成
な
ど
を
丹
念
に
ま
と
め
ら
れ
て
、
二
〇
一
四
年
二
月
に
は
『
続
・
日
本
呉
音
の
研
究
』
全
六
冊
と
し
て
和
泉
書
院
よ
り
上
梓
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、『
日
本
語
音
韻
史
論
考
』
を
二
〇
一
一
年
七
月
に
和
泉
書
院
よ
り
刊
行
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
関
西
学
院
大
学
で
の
十
六
年
間
の
先
生
の
お
働
き
は
、
先
生
の
緻
密
で
丹
念
な
調
査
・
整
理
・
分
析
に
基
づ
く
ご
研
究
の
不
動
の
姿
勢
が
表
わ
す
よ
う
に
、
文
学
部
や
専
修
の
公
務
、
学
生
指
導
な
ど
全
て
に
わ
た
っ
て
常
に
誠
心
誠
意
を
持
っ
て
当
た
ら
れ
、
そ
の
誠
実
さ
は
教
職
員
に
も
学
生
に
も
厚
い
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
先
生
が
ご
指
導
さ
れ
た
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
は
、
講
義
で
は
厳
し
い
先
生
が
ゼ
ミ
の
授
業
で
質
問
を
す
る
と
ど
ん
な
こ
と
に
も
優
し
く
丁
寧
に
答
え
て
く
だ
さ
り
、
穏
や
か
な
お
人
柄
に
惹
か
れ
て
い
ま
す
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
る
学
生
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
教
育
者
と
し
て
の
先
生
の
素
晴
ら
し
さ
が
窺
え
ま
す
。
先
生
の
ど
の
ご
著
書
も
、
「
後
記
」
で
「
妻
る
み
子
に
捧
げ
る
」
と
記
し
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
も
先
生
の
お
人
柄
が
う
か
が
え
ま
す
。
先
生
は
関
西
学
院
大
学
を
ご
定
年
に
な
ら
れ
た
後
も
、
現
在
の
仁
川
に
お
住
い
の
ま
ま
ご
研
究
を
進
め
ら
れ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
と
り
ま
し
て
は
、
ご
退
職
後
も
先
生
が
お
近
く
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会
の
『
日
本
文
藝
研
究
』
誌
な
ど
を
通
じ
て
今
後
も
親
し
く
交
わ
り
を
続
け
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
が
、
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ど
う
か
、
こ
れ
か
ら
も
ご
健
康
で
ご
健
筆
で
あ
ら
れ
ま
す
よ
う
、
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
二
〇
一
五
年
二
月
十
八
日
日
本
文
学
会
会
長
細
川
正
義
